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　１１月１９日、第１７

　回高知県文化環境功

労者表彰式が高知県庁

で行われ、情報交流館「知恵

袋の会」（土佐山田町大平）

が表彰されました。

　同会は平成１３年に発

足し、地元にできた森

林総合センターを利用

し、親子を対象とした

里山自然体験教室を実

施してきました。農作

業や昔遊びなどの体験

を通じて四季折々の自

然環境と触れあう機会を提供するとともに、先人

の貴重な経験や知恵の伝承に尽力されています。

　また、物部川流域で、子どもたちが清流の再生

や保全を考えるきっかけの場をつくり、地域の環

境保全やふるさとの絆づくりに貢献されています。

広報広９９

　１１月３日に発令された、平成２４年秋の叙勲および第１９回危険業務従事者叙勲

の市内の受章者を紹介します。

第１８回 危険業務従事者叙勲第１９回 危険業務従事者叙勲

　田上さんは、昭和３６年４月に高知県警に採用

され、警察学校を修了し、昭和３７年４月から６

年間旧山田署で勤務されました。捜査畑を中心に

回られ、平成１３年４月に着任した山田警察署長

を最後に平成１５年３月に退職されました。

　事件が解決したときの達成感にやりがいを感じ

たという田上さんは、最初の赴任地であった山田

署管内の様子を「当時は事件が多く、署員も多か

った。花見の時期には警備本部ができ、３～４人

体制で警備に当たった」と話しました。

　須崎市出身の田上さんは、この最初の赴任の地で

土佐山田町内の方と出会われ、ご結婚されました。

　

（警察功労） （消防功労）

たがみ あきお

瑞宝双光章　

田上 秋男さん（７０歳）
土佐山田町北組西

　森本さんは、昭和３８年に物部村消防団に入団さ

れ、昭和４８年１月に山田消防組合に採用されまし

た。平成１２年４月に消防司令として就任した香北

分署長を最後に、平成１４年９月に退職されました。

　森本さんは香北分署で長く務められました。採用

された当時を振り返り、「道が悪く、主な業務であ

った救急搬送では３０分～１時間かけて山道を担架

で走った」とご労苦を話されました。

　また、「消防士という危険な業務を通して、在職

中に、自分や同僚に事故なく過ごせて良かった」と

話されました（森本さんの採用年前年には繁藤大災

害で多くの消防士の方が亡くなられています）。

　

　１２月８日、第

１５回「エネルギ

ー利用」技術作品

コンテストの表彰

式が信州大学（長

野県）で行われ、

繁藤中学校のチー

ムＴＲＩＯ（村上実

緒子さん・山本佳奈さん・杉村涼太朗さん）の作品

「ファンモーターを利用した風力発電の原理装置」

が経済産業省製造産業局長賞を受賞しました。

　このコンテストは、日本産業技術教育学会の主催

で、エネルギーをテーマとした技術作品で競い、小

学生から高校生を対象としたコンテストです。

　震災以降、再生利用可能なエネルギーが見直され

ることになり、風力発電に注目し、多くの人たちに

再生エネルギーについて考えてもらうきっかけにな

ればよいと思いこの作品を作ったそうです。

もりもと ふみお

瑞宝単光章　

森本 文雄さん（７０歳）
物部町大栃
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知恵袋の会知恵袋の会
県文化環境功労県文化環境功労

繁藤中 製造産業局長賞受賞繁藤中 製造産業局長賞受賞
　

▲知恵袋の会 尾崎満会長

▲受賞作品を製作中のメンバー


